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①技術の要約

ジャンボタニシやモノアラガイ，カワニナなどの貝類（腹足類）は，水田や農業用貯水池，アクアリウムにて繁殖し，さま
ざまな被害をもたらす。本技術は，電気工学的手法を用いることで，これら害虫（害貝!?）に対して，①一箇所におびき寄
せ集めたり，②殺貝することができる技術を提供します。

電気に対する特異的な行動特性を活用することで，農薬を用いることなく工学的に貝類の行動をコントロールし，殺貝
できるため，水質への影響もなく共生生物や環境などに対してエコロジカルな駆除を実現できます。本技術は，駆除に対
する労力の低減，生息域での行動制御，個体数コントロールなどに貢献することが出来ます。

②発明の効果

水田作物に大きな食害を与えるジャンボタニシやアクアリウムに発生する貝類などは，その食性や形態，繁殖力により，
農作物への被害や設備の故障，景観の阻害に至るまでさまざまな問題を引き起こしています。本提案技術は，これら貝
類（腹足類）は，電気に対して一方向に移動する特異な行動を有することを見出し，任意の場所に集め駆除したり，その
行動をコントロールできます。水田や農業用貯水池，アクアリウムにおいて，小さな貝を捕集することは困難かつ重労働
でしたが，本技術を適用することで，貝類の捕集，殺貝が可能となります。

③キーワード

電気工学的手法，電気に対する特異的行動，行動コントロール，貝類，腹足類，ジャンボタニシ，モノアラガイ，カワニナ



電気の力でジャンボタニシ(腹足類)をやっつけろ！

 世界的に類のない電気工学的手法による腹足類の
捕獲･殺貝･行動制御法を提供！

 環境に残存しないエコロジカルな捕獲･殺貝･防除を
実現！

 駆除に対する労力の低減。生息域での行動コントロ
ールに貢献！

本特許の技術概要図
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②オゾンによる行動抑制効果
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④超音波による殺傷効果
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③電気刺激による産卵防止
◆直流よりも交流が効果あり。
◆数ボルトでも高い効果。
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⑤捕集装置の開発
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＜電気工学的手法の取り組み＞

水田や水田関連水系に生
息し，水田作物に被害を与
えるジャンボタニシの駆除

農業用貯水池にて大繁殖
するモノアラガイの駆除

アクアリウムに侵入し，見
た目を悪くする貝類の駆除

電気に対する特異的な行動を利用して行動を
コントロール
①一箇所に集めて… ②超音波で殺貝！


